
包証広報600号・56年の歴史。

昭和52（1977）年5月
「広報つる」第200号発刊！！

5月15日、「広報つる」の200号が
発刊されました。この号では、「広
報二百号によせて」として、広報第
1号発行の目に生まれた市民の方
2名にご投稿いただき、掲載をし
ています。

諸悪諾護嵩定

昭和54（1974）年1月
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昭和43（1968）年12月
「広報つる」第100号発刊！！

12月25日、「広報つる」の100号が

発刊されました。ちょうど明治か
ら100年目にあたる年ということ
で、「都留市の100年」という特集
を組んでいます。
特集は貴重な写真や、100年の生
活年表、また、「広報百号をかえり
みて」といった内容で盛りだくさん
となっています。

㊥醗謹謹嵩刊，！
／

6月15日、記念すべき第1号の「都
留市弘報」が発刊されました。当時
のタイトルは、「弘報」でした。
全4ページで、みだしは「市役所へ
の案内版」。次の書き出しで始まり
ます。

『市民の皆様が市役所へご用のとき

都合のよいように、また市の事務に
ついても能率のあがるように都留
市の誕生とともに市政事務を処理
する機構を次のように定めました。』
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臆都留市役所新庁舎

昭和43（1968）年5月

都留市庁舎完成

明治から数えればちょうど「明治
100年」のこの年、現在の市役所

庁舎が完成しました。
落成式典では、県警音楽隊による
ブラスバンドの演奏や、四日市場
芸能保存会による「獅子舞」などが
披露されました。

轟

華麗謀議4月
昭和30年に設置した都留市立都
留短期大学を、国文学科（定員30
名）、初等教育学科（定員50名）の
2学科からなる4年制大学とし、
発足しました。

漢翻瞥蕊騨大学
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昭和30年；

昭和29（1954）年4月

都留市制施行
この年の4月29日、谷村町・禾
生村・盛里村・東桂村・宝村の1
町4力村が合併し、「都留市」が誕
生しました。
人口：31，098人
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